
平成 26 年度第 9回企画運営委員会 

海外連携委員会報告 

 

１. H26 年度海外招聘・派遣実績（合計 65 人） 

【海外招聘】14 人 

・ 教員招聘：2 人 （海外アドバイザリ委員、生命合宿招聘講師） 

・ 学生招聘：12 人 （生命合宿） 

 

【海外派遣】51 人 

・ 教員海外出張：13 人 （うち、一般 枠 7、基礎工旅費枠 6） 

・ 学生派遣：38 人 

 プログラム派遣：7 人 （上海交通大学、シドニー大学） 

 短期派遣：26 人 （短期派遣枠、キャンペーン枠） 

 情報予算枠によるインターンシップ： 3 人 

 基礎工予算枠による短期：2 人 

 

 

２. インターンシップの危機管理について 

・ 危機管理説明会を実施する。 

→ 年 2 から 3 回、実際に海外インターンシップを行う学生に向けに、危機管理説明会を

行う。とりあえず、6 月に第 1 回を開催予定。 

・ 危機発生時のメディア対応 

→ 対応を誤ると大学としてもまずい。（メディア対応資料参照） 

・ EAJ アシスタンスサービス（EAJ 全体説明資料参照） 

→ 総合的なアシスタンスサービス。海外旅行保険に別途加入の必要。 

  年会費は未来が負担。 

  個別の費用は 3000 円/月で、制度的にはプログラムで負担することは可能。 

  利用は、オンデマンドでかまわない。 

  超域はプログラム負担で利用 

   

３. インターンシップ以外の短期派遣の危機管理について 

基本的には研究室で行っていただき、異常事態が発生したら、海外連携委員会でサポー

ト（重大事態の場合は、プログラム全体でサポート） 

 

 

資料 3



４. McGill 大学からの招待について(今回、承認いただきたい) 

① HW の学生 3 名を McGill 大学より、Montreal で開催の May 8 Neuroengineering 

workshop（5/8 より開催）へご招待 

② ホテル代（2 人部屋×2）のほか、航空運賃・向こうでのタクシー代・海外旅行保険料を

2,600 カナダドル（約 247,000 円）まで、McGill 大学より補助。立替払い。 

③ 5/6（ホテルチェックイン）〜5/12（ホテルチェックアウト）、または 5/7（ホテルチェッ

クイン）〜5/13（ホテルチェックアウト）のどちらかの日程での訪問 

④ ポスター発表の義務あり 

⑤ HWIP の危機管理に準じ、海外旅行保険加入を義務づける。 

 




















